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１．はじめに 

 福岡北九州高速道路公社・福岡高速 5号線の鋼橋部においては，コスト縮減が可能で景観および耐久性にも優れ

た構造として，合成床版を有する連続合成開断面箱桁橋を採用することとなった．連続合成桁橋においては，中間

支点付近に負曲げモーメントが作用することから，床版コンクリート部のひび割れ特性を検討することが重要であ

る．従来より 2主桁橋を対象として，中間支点部の床版の橋軸方向にプレストレスを導入しない連続合成桁につい

て，種々の設計的・実験的検討が行われているが 1)，その考え方の拡大適用を計り，合成床版を有する連続合成開

断面箱桁橋の設計法を確立する必要があると考えられる．本実験は，中間支点部付近の合成床版を有する合成桁部

分模型を用いて床版部構造をパラメータとした静的負曲げ載荷実験を実施し，床版構造の差異による発生ひび割れ

間隔およびひび割れ幅等の特性を把握するものである． 

２．実験概要 

 実験供試体は，ほぼ実寸床版厚 260mm を有す

る幅 1200mmの合成床版と，桁高 1000mmの鈑桁

とを頭付きスタッドにより結合した合成桁である．

鋼桁部は各供試体共通で床版構造をパラメータと

した合計 24体を製作した．床版部は表－１に示す

ように，リブタイプ，トラスタイプおよびハーフ

プレハブタイプの合計 12種類の合成床版と，比較

のための RC床版 1体を用いるものとする．同タ

イプの床版を２体以上製作する場合は，配力鉄筋

比を変化させるか，もしくは合成床版のずれ止め

構造を異なるものとしている．また床版コンクリ

ート部は，基本的に設計基準強度 30N/mm2 で収

縮補償の膨張コンクリートとしている． 

載荷実験は図－１に示すように，供試体床版部

に負の曲げモーメントを作用させるために，床版

部が下になるように供試体を反転し供試体中央部

に 1点載荷を行った．また床版のひび割れは，供

試体中央部から 50cmと 200cmに振り分けた合計
250cmの間に 25個取り付けた，標点距離 10cmの

π型変位計により計測した． 

３．実験結果 

(1)ひび割れ間隔 

 図－２に各供試体の上側鉄筋応力が許容応力レ

ベル(137N/mm2)となるときの鉄筋比と，ひび割

れ間隔の関係を示す．ここで，ひび割れ間隔は，

π型変位計の取り付け長さ 2.5m をその間に発生

したひび割れ本数で除したものである．同図より，

鉄筋比が 1.0%以上の供試体においては，ひび割れ 
  

 

表－１ 供試体床版構造 
合成部材 鉄筋 

項目 
形状 間隔 

(mm) 
上段 

径×間隔 
下段 

径×間隔 
鉄筋比 

(%) 
RC* － － D19×100 D19×100 2.2 

A1* D22×100 － 1.5 

A2* 
平板 650 D19×125+D16×125 

上段のみ 
1.6 

B1* D22×125 D22×125 2.2 
B2* 

孔あき鋼板 375 
D22×125 D22×125 2.2 

C1 D16×150 － 0.4 
C2* 

孔あき鋼板 500 
D19×150 － 0.6 

D1* D22×125 － 1.1 
D2* 

CT形鋼 500 
D22×125 D16×125 1.4 

E1* 溝形鋼 400 D19×100 － 1.1 
F1* FRP製ﾘﾌﾞ 300 D22×125 D22×125 2.5 
G1 U ﾘﾌﾞ 600 D22×100 D22×150 2.5 
H1* D22×125 D22×125 2.0 
H2* D25×125 D25×125 2.6 
H3 

CT形鋼 900 
D22×100 D25×125 3.1 

ﾘﾌﾞﾀｲﾌﾟ 

H4 H形鋼 800 D22×100 D25×125 3.1 
I1* D22×125 D22×125 2.2 
I2* 

平板ﾄﾗｽ 250 
D22×125 D22×125 2.2 

J2* D22×125 D22×100 2.9 
J1* 

ﾄﾗｽ鉄筋 150 
D22×125 － 1.2 

K2* D22×100 － 1.5 

ﾄﾗｽﾀｲﾌﾟ 

K1* 
ﾄﾗｽ鉄筋 250 D22×100+D22×140 

上段のみ 
2.5 

L1 D19×100 D19×100 2.2 ﾊｰﾌﾌﾟﾚﾊ
ﾌﾞﾀｲﾌﾟ L2 

ﾄﾗｽ鉄筋 500 
D16×100 D16×100 1.3 

※・*印は同一の日に同じﾌﾟﾗﾝﾄから出荷された膨張ｺﾝｸﾘｰﾄである． 
  (σ28=34.5N/mm2) 
・C1供試体は，膨張材なしの鋼繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄである． 
・L1，L2供試体は，設計基準強度 49.1N/mm2，膨張材なしの高強 
度ｺﾝｸﾘｰﾄである． 

 ・鉄筋比は，ﾊﾝﾁ部および底鋼板を無視した床版断面(1200×260) 
に対する値である． 

 ・A2，K1供試体は，下側鉄筋を配置せず上側鉄筋を２段配置した 
供試体である． 
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間隔が約 200～300mm程度であり大きな差異は見
られないことがわかる．一方，1.0%以下の C2 供

試体においてはひび割れ間隔が約 420mmであり， 

ひび割れ分散性が悪くなっていることがわかる．

C1 供試体は，膨張材を使用していなかったため，

乾燥収縮による初期ひび割れの影響でひび割れ間

隔が狭くなっていた．ひび割れ間隔に影響を及ぼ

す因子として，鉄筋比，鉄筋径等が挙げられるが
2)，本実験に使用したような合成床版では，特有

のリブを有するものが多く，リブの配置により床

版部が断面欠損するため，リブ位置から載荷早期

にひび割れが発生する供試体が多く見られた．こ

のことから，リブの配置も影響因子の一つと考え

られるものの，同図より，鉄筋比を 1.0%以上とす

れば，鉄筋許容応力レベルにおいてひび割れ間隔

がほぼ一定となることがわかる． 
(2)ひび割れ幅 

 図－３に各供試体の上段鉄筋応力が許容応力レ

ベル(137N/mm2)となるときの鉄筋比と平均ひび

割れ幅の関係を示す．ここで平均ひび割れ幅とは，

25個のπ型変位計を 5個づつの 5グループに分け，

各グループの中央断面の上段鉄筋が計算上の許容

応力に達するときの各グループに発生した最大ひ

び割れ幅の平均である．同図より，鉄筋比を RC

供試体と同等(2.2%)かそれ以上とすることで，ひ
び割れ幅を RC と同等の 0.22mm に制御できてい

るものが多い．一方，RCより少ない鉄筋比の供 

試体においても，RC 供試体とほぼ同等のひび割
れ幅となっているものもあるが，鉄筋比を大きく

することで，合成床版のひび割れ幅を RC 供試体

と同等以下に制御できる傾向がうかがえる．また，

H2 供試体においては，配力鉄筋で D25 を使用し

て平均ひび割れ幅が 0.3mm と大きくなっている

ことから，配力鉄筋は D22以下とするのがよいと
考えられる． 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

図－２ 鉄筋比とひび割れ間隔の関係(鉄筋応力 137N/mm2) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

図－３ 鉄筋比とひび割れ幅の関係(鉄筋応力 137N/mm2) 
 

４．まとめ 

①ひび割れ間隔は合成床版のリブの配置に影響されず，鉄筋

比約 1.0～3.0%程度ではほぼ同等の結果であった．②鉄筋比を
約 1.2%以上とすることで，RC 供試体とほぼ同等にひび割れ

幅を制御できるが，鉄筋比を多くすることでその性能が向上

する．その他，各供試体のひび割れ状況については，学会当

日報告する． 
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図－１ 実験供試体 
a) 載荷状態 b) 供試体断面 
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